
 

 
２ プログラムの運営 
（１）プログラム運営のフロー  
  ◆ 主な業務は，次の「インターンシップの運営フロー」に示す通り。 

   ◆ 特に重要な業務は， 
    ① プログラムの企画・立案 
    ② 受入先の開拓 
    ③ 実習内容の調整 
    ④ 事前研修，実習中の指導，事後研修 
   ◆ プログラムの企画・立案により，インターンシップの成否が決定。  
      ◆ 受入先の開拓は，目的に則したインターンシップを多様な企業等で実施するうえで重要。 
   ◆ 実習内容の調整は，大学と受入先との共通認識をとるとともに，効果的なインターンシップ

を実現するうえで重要。 
   ◆ 事前研修及び実習中の指導は学生の実習効果の向上，実習の円滑な実施，事後研修は学生の

成果定着を図るうえで重要。 
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内容等の提示と調整 
1．内容設定の考え方 
2．事例提示と受入先からの提案 

要項・要領

誓約書 
覚書 
契約書 

受入正式受諾 

実習受入 
実習中の報告等 

1．挨拶・下見 
2．日誌等の作成 
3．学生による報告等 
4．教員等の巡回指導 
5．連絡・相談体制 

事後研修・評価・報告 
1．研修レポート 
2．報告会 
3．教員等訪問時等の意見交換 
4．成績の評価 

インターンシップの評価・改善 

受入先の開拓 
1．候補の選定 
2．アプローチ方法の検討 
3．Web 等によるプログラムの説

明 
4．企業訪問での受入依頼 

受入仮受諾 

実習生受入準備 

受入先からのテーマ・内容提示 

大学／学生側フロー 受入先フロー 

受入先との確認事項 
1．リスクへの対応 
2．就職・採用との関係 

実習の評価 
1．学生の評価 
2．プログラムの評価 

事後研修への参加 

事前研修への参加 

調整 

事前研修 
1．オリエンテーション 
2．事前学習 
3．手引書の配布と説明 

学生の募集・選考 
1．募集（説明・シラバス提示） 
2．申込 
3．実習計画書 
4．書類・面接選考 
5．受入先へ依頼 

インターンシップの運営フロー
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（２）受入先の確保 
（ア）教育効果をあげるための受入先の在り方 

◆ インターンシップの実施・運用に当たって，最も困難で重要な課題は受入先の確保。 
   ◆ 学生の興味・関心・学習意欲の向上，多様化する学問分野への対応のため，多様な業種・職

種の受入先の開拓・確保。 
◆ 適切な受入先を学生に提示するために，受入先の業種・業務内容と専攻分野との関係を整理。 

（イ）候補の選定 
  ◆ 以下のようなネットワーク，団体等を活用し受入依頼 

① 教職員のネットワーク 
② 卒業生のいる企業等 
③ 受入実績のある企業等 
④ 就職実績のある企業等 
⑤ 同窓会 
⑥ 産業団体，職能団体 
⑦ 地方公共団体の労働部局等 
⑧ 受入先の開拓・マッチングを実施している外部団体の情報 

（ウ）アプローチ方法 
◆ 担当教職員による訪問・電話 

  ◆ プログラム内容等のＷｅｂサイトへの掲載 
 ◆ パンフレット等の配布・送付 

◆ ダイレクトメールやアンケートの送付 
（エ）プログラム説明 
  ◆ 実際に説明・PR 活動を実施。 
  ◆ 受入先でインターンシップ成果発表が行われる場合は，他の部署の関係者に呼びかけ，実際

に学生の取り組み姿勢等を確認してもらうことも有効。 
  ◆ Ｗｅｂサイトへの掲載，ダイレクトメールやアンケートを送付する場合には，関係者が認識

できるよう，具体的なプログラム内容を示すとともに，受け入れるうえでのメリット（若手社

員の研修効果，職場の活性化，斬新な発想の導入等）を明記することが重要。 
◆ プログラムの具体的な内容には次の項目を含めることが必要。 
① インターンシップの目的 
② 受入希望人数・学年・時期・期間 
③ 実習内容 
④ 実習計画の例 
⑤ 経費・報酬 
⑥ 受入先のメリット  等 

 （オ）企業訪問での受入依頼・説明 
   ◆ 各種のアプローチ方法により得られた受入先候補に対し，電話等でアポを取り訪問。 

◆ 企業訪問の際，よく聞かれる質問は事前に準備。 
 ① 何をさせればよいか 
 ② どういう学生が来るのか 
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 ③ 経費・報酬の負担はあるか 
④ 守秘義務は大丈夫か 
⑤ 怪我や事故等に対応する保険は大丈夫か 
⑥ 就職との関係どうか 
⑦ 受入にはどのようなメリットがあるのか  

 
《受入先開拓の事例》 

北海道大学 
・ 前年度受入企業及び学内企業説明会に参加した企業へ受入依頼状を送付し，職員が企業

訪問。 

ものつくり大学 
・ 支援団体・業界団体を通じた開拓，教職員（非常勤を含む）を通じた開拓，学生自身や

保護者・関係者等を通じた開拓を行っている。 

京都橘大学 
・ 卒業生の就職先企業や取引先企業，教員との共同研究等での関係企業を中心として，専

門領域を考慮して開拓。 
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 企業等向けパンフレット作成の事例（ものつくり大学）
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（３）内容等の提示と調整 
（ア）内容設定の考え方 

◆ 教育効果の高いプログラムを策定するためには，大学と受入先による十分な内容調整を行う

こと。 
◆ 職業意識醸成型については，職業意識の醸成という観点から，受入先の意向を十分に踏まえ

ること。 
◆ 理論実践型については，専攻分野に則した知識・技能の充実を図るため，実習（業務）内容

を受入先に指定・要望すること。 
◆ 実習内容が単なる雑務に偏ることがないよう調整すること。 

（イ）事例提示と受入先からの提案 
   ◆ 学生に実習内容を具体的にイメージさせるため，受入先が作成した実習計画を事前に提示。 

 ◆ 実習内容事例を複数提示するなど，受入先の負担軽減への工夫・配慮が必要。また，受入先

における新入社員研修をイメージした提案も一つの方策。 
 

《実習内容の作成・調整の実例》 
立命館大学 
・ 全学インターンシップ・プログラムに関しては，大学側が「インターンシップ基本理念」

「インターンシップ基本方針」を示し，それに基づくインターンシップ研修内容を連絡先

に求め，事前に提示を受け検証している。 
・ コーオプ教育プログラムに関しては，課題設定段階から連携企業と複数回の事前協議を

行い，内容を精査している。 
同志社大学 
・ 研修内容に関して，受入先機関・担当教員で協議をしながら策定している。また，必要

に応じて学生も協議に参加する場合がある。 

大阪樟蔭女子大学 
・ 就業体験型のインターンシップについては，受入先において，既に他大学の学生の受入

実績もあることから，基本的には受入先の研修プログラムに沿う形となる。 
・ 長期間のインターンシップでは，商品企画といった企業の課題に対して，どのようにす

すめていくか企業とキャリアセンターで協議しながらプログラムを策定。 

 
（４）学生の募集・選考 

（ア）募集（説明・シラバス提示） 
  ◆ 学生に対し，募集要綱やシラバス等を提示し，具体的に説明。 
  ◆ 募集方法 

① 初年時ガイダンスや科目登録説明会での説明 
② 募集要綱・シラバスの事務窓口での提示・配布や Web サイトへの掲示 
③ インターンシップ体験報告会，インターンシップ希望者向け説明会の開催 

  ④ 受入先一覧，企業概要，体験可能な業務等の提示   等 
   ◆ 募集定員の設定については，受入先の受入可能人数，教職員1人当たり担当学生数等を考慮。 
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 （イ）申込 
   ◆ 希望する学生は申込書を提出。 
   ◆ 申込書は成果を高める内容とすることが必要。例えば，志望動機，意欲等を記載することが

効果的。 
 （ウ）実習計画書 
   ◆ 効果的に実施できるよう，学生に実習計画書を提示させることも有効。 

◆ 実習計画書の項目には，実習テーマ，実習テーマの専攻分野との関連性，目標，具体的な計

画等が考えられる。 
（エ）書類・面接選考 
  ◆ 志望動機，意欲，受入先業務と専攻分野との関連性，学習状況，得られた知識・技能等を書

類・面接にて評価し選考。 
◆ 学生の割り振り・マッチングが円滑に進むよう，多様で多くの受入先を確保することが必要。

また，企業等の形態や業務の種類・内容を学生に十分に説明することが必要。 
 （オ）受入先への依頼 
   ◆ 正式の依頼文書及び対象学生のプロフィール等を送付し，受入を依頼。 
 

《マッチングの事例》 
札幌国際大学 
・ 学生の希望確認，受入先の研修内容等紹介，面接の３段階方式でマッチングを実施。 
・ 初回授業で学生にアンケートを実施し，どの系統のインターンシップを希望するか，ま

たは希望受入先を確認。（不足分を担当教員がさらに開拓） 
・ 受入企業が大方決まった段階で，研修内容，研修条件等を紹介し，第 1 希望～第 3 希望

までを確認。 
・ 希望を基に研修先の調整，研修先の発表，さらに面接を行い最終調整。 

ものつくり大学 
・ 学生に志望動機等を記載した希望票を提出させ，受入先で可能な実習内容とのマッチン

グを図っている。 
・ 特定企業に多数の希望者がいる場合，学生の成績・履修状況を勘案して受入先を決定し

ている。 
立命館大学 
・ 全学インターンシップ・プログラムは，大学と受入先の協定に基づき，研修獲得目標，

研修概要，応募条件等を設定し，応募書類やそれに基づく面接を基に，学内（キャリア教

育センター所属教員）もしくは受入先，場合によっては両者を組み合わせた形で選定。 
・ コーオプ教育プログラムは，受入先の課題と大学院生の研究内容等を基に，キャリア教

育センター所属教員が，応募書類および面接実施の上で選定。 
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（５）事前研修 
（ア）オリエンテーション等 
 ◆ オリエンテーション等は，学生への意識付け，心構えを植え付けるためにも必要。 
 ◆ オリエンテーション等を開催し，大学側の意図を明確に伝えることが重要。 

 オリエンテーション等の内容としては，例えば，プログラムの目的・意義，学生への期待，

学生の心構え，スケジュール，受入先との調整事項，報告書の作成方法・時期等。 
   ◆ 手引書の配布と説明を行うことも有効。 

（イ）事前学習 
 ◆ ビジネスマナー，業務上の基礎知識等を学習し，学生に動機付ける機会の提供が必要。 
◆ 共通的に必要な知識等としては，ビジネスマナー，パソコン知識・スキル，プレゼンテーシ

ョン，業界・企業知識，業務上の基本知識等。 
 ◆ 受入先においては，事前学習と同様の内容を実施するケースもあることから，事前の確認・

調整が必要。 
 ◆ 実習内容に応じて，関連授業科目の受講等により専門的な知識・スキルを修得させることも

重要。 
 ◆ ビジネスマナーや基本的な知識等に関する確認テスト等を実施することも効果的。 

（ウ）手引書の配布と説明 
◆ 学生に心構えを植え付けるほか，事前にインターンシップの流れなどを理解させるため，手

引書の配布・説明を行うことは有効。 
◆ 手引書には，例えば，心構え，勤務時の服装等，就業規則の遵守，研修中の注意事項，守秘

義務，事故等の対処方法，日誌・報告書等の関係書類等を記載。 
 
（６）実習中の報告等 
（ア）挨拶・下見 

   ◆ 実習初日にはじめて挨拶を行うケースもあるが，その場合は，事前に連絡し了承等を得るこ

とも必要。また，丁寧に行うのであれば，事前に大学担当者と同行し，挨拶に行くことも重要。 
◆ 事前に挨拶・下見を行う場合は，受入先の繁忙度等を確認することが必要。 

（イ）日誌等の作成 
◆ 教職員は実習を常時確認できないため，日々の活動を日誌・実習記録で把握することが必要。 
◆ 日誌等には，例えば，研修業務・手順・内容，学んだこと・気付いた点・反省点，目標に対

する達成状況，受入先指導者の評価等を記載。 
（ウ）学生による報告等 

 ◆ 予定の実習時間を超えて勤務させる場合，事故等が発生した場合など，原則として，受入先

指導者からの緊密な連絡が必須。 
 ◆ 学生からの実習への質問，問題や悩み等に対応する相談・助言体制の確保が必要。 
◆ 長期の実習の場合は，一定期間ごとの報告書や中間報告書等の提出や，中間報告会等を実施

することも必要。 
（エ）教員等の巡回指導 

◆ 教職員は定期的に巡回指導を行い，学生や受入先指導者との実習状況の確認や意見交換を行

うことが重要。ただし，実施にあたっては受入先の意向を事前に確認。 
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◆ 学生が抱えている問題，実習先が抱えている問題等を早期に認識・解決することが可能。 
 （オ）連絡・相談体制 

◆ 学生が問題や悩みを抱えている場合など，相談・助言等のできる体制の確保が必要。 
◆ 不測の事態，受入先からのクレーム等に対応できるよう，休業期間中でも，大学に常時連絡・

対応できる体制の整備が必要。 
 
（７）事後研修・成績評価・報告 
 （ア）研修レポート 
   ◆ 研修日誌やレポートの作成・提出が重要。また，可能な限り受入先担当者の確認印等を求め

ることも重要。 
 （イ）報告会 
   ◆ 研修レポートを基に，各学生からの実習報告を行う報告会の開催が効果的。 
    ◆ 他の学生の体験等を聞くことで，他企業等でのインターンシップ内容，他の業種・業務等の

理解促進，問題意識の共有が可能。 
◆ 受入先指導者等の参加，その評価やコメントも効果的。 

   ◆ 報告会等は全学的に公開し，インターンシップ参加希望者への動機付け等にも活用。 
 （ウ）教員等訪問時等の意見交換 
   ◆ 教職員による定期的な巡回指導時，実習終了後の挨拶時に，受入先指導者や受入先窓口の担

当者との意見交換を行うことが重要。 
◆ 受入先指導者や受入先窓口の担当者から，学生やインターンシップ事業等に対する率直な意

見・感想をもらい，今後の改善に資することが重要。 
◆ 巡回指導や成績評価に携わった担当教員による集中的な意見交換の場を設定することが重

要。 
 （エ）成績の評価 
   ◆ 受入先（受入先指導者）による学生個人の評価に関する評価書の作成・提出。 
   ◆ 学生個人の評価書の項目は，例えば，総合評価，個別評価（意欲，マナー，業務態度，業務

状況等），大学や学生に対する意見，インターンシップ事業に対する意見等を記載。 
◆ 成績評価については，学生の成績・成果を総合的に評価。評価項目の例としては，次のとお

り。 
① 事前研修の出席状況等 
② 学生の報告内容（日誌・レポート，報告会での報告等） 
③ 受入先による学生個人の評価 

 
《事前研修，実習中の報告等，事後研修の実例》 

札幌国際大学 
[事前] 
・ 全 8 回の事前指導実施（エチケットとマナー，企業研究，履歴書指導，企業研究，派遣先

ごとの個別指導） 
・ 希望確認，マッチング，新規追加開拓（授業担当者が授業を通じて実施） 
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・ 学生と担当教員による受入先への事前訪問 
[実習中] 
・ 派遣初日に研修先に電話を入れ確認をすると同時に，巡回指導の日程調整 
・ 派遣先毎に巡回指導 
・ 研修中は担当教員が連絡先を把握し，随時連絡 
・ 緊急時の対応ができるよう担当教員，職員を組織 
・ 派遣直前の学生への指導を必要に応じて個別に実施 

 [事後] 
・ 報告書，感想文，お礼状の添削，報告会でのプレゼンテーション個別指導 

ものつくり大学 
[事前] 
・ 事前説明会（12 月，2 月，5 月，6 月：インターンシップの位置づけ，履修上の注意，心

構え，履修先の選択方法，研修のポイントなど） 
・ 社会常識セミナー（5 月：企業での生活全般の注意やマナー，心構えなどを指導） 
・ 安全講習（6 月：企業における安全の位置づけ，安全管理の基本，自分の身の守り方など

を，先輩のヒヤリハット集も参考にしながら指導） 
・ インターンシップ先決定者に対し，担当教員が学生紹介票の記載内容の確認と同時に，研

修内容について個別に学生と相談。 
[実習中] 
・ 開始報告や日報・週報の担当教員への提出，担当教員の訪問による中間確認。 

[事後] 
・ 研修ノート，レポートの担当教員への提出。 
・ インターンシップ成果発表会（製造技能工芸学科：ポスターセッション方式，建設技能工

芸学科：ポスターや作品の展示）による発表。 
大阪樟蔭女子大学 
[事前] 

a.インターンシップ（就業体験型） 
  ・企業，業界研究を中心に事前レポートの提出やパワーポイントの練習など（授業） 
  ・課外授業として，マナー講座 

b.インターンシップ（学生提案型） 
   ・企業に関する基本知識，課題解決方法，マーケティングの基礎など（授業） 

c.インターンシップ（教育） 
・教育現場における現状や問題点についての概括説明および心構えなど（授業） 
・課外授業としてマナー講座 

[実習中] 
 ・ 「就業体験型」および「教育」については，夏休みにおける実習期間（１～2 週間）中に，

担当教員，キャリアセンター職員が実習現場を 1 回視察している。更に，学生より「実習の

記録」と事後報告書の提出を受けるとともに，実習先からも「実習の評価」の提出を受ける。

・ 「学生提案型」については，実習期間が特定されておらず，与えられた課題に関する調査

結果や企画案の進捗を報告するために随時企業を訪問する形になるが，担当教員またはキャ
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リアセンター職員が必ずその報告会議に出席することとしている。 
[事後]  
・ a.b.c.の各インターンシップともに，発表会に向け実習成果や企業向けの提案に関しての

プレゼンテーション資料づくりと発表練習。 

京都橘大学 
[事前] 
 ・ 一定以上の GPA を応募要件 
 ・ 基礎研究（業界，企業研究） 
 ・ ビジネスマナー講習 
 ・ パソコンスキル講習 
 ・ アクションプラン（目的・目標・課題・実施計画）の作成 
 ・ 到達度（必要な知識・考え方の確認）テスト実施 
[実習中] 
 ・ 実習簿の作成と研修先指導者による確認 
 ・ 研修途中で大学への研修状況の報告 
 ・ 巡回指導 
[事後] 
 ・ フィードバック面談（アクションプランの完成） 
・ 実習レポート・プレゼン準備 
・ 体験報告会でのプレゼンテーション 
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事前研修（インターンシップ前の確認テスト）の事例（京都橘大学） 
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学
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８）インターンシップの評価・改善 

質の向上を図るため，評価と改善を行うことが重要。 

 入先による評価が必要。 
おり。 

聴取 
   ◆ トは次のとおり。 

 

    

双方から，インターンシップ全体についてのアンケート調査が必要。 

   る満足度 

 
対する意見・感想・要望等 

◆

   満足度 

等 
対する意見・感想・要望等 

む評価体制と，見直し・改善を行う体制の構築が必要。 
   

。 
 

（

 （ア）評価と改善の重要性 
   ◆ インターンシップの

（イ）評価方法 
  ◆ 学生，受

   ◆ 学生による評価のポイントは次のと

① 日誌・レポートの活用 
② アンケート調査 
③ 報告会で意見等を

 受入先による評価のポイン

    ① 実習中・事後の訪問・挨拶の機会を活用 
    ② 学生個人評価書や報告会で意見等を聴取 

③ 懇談会・反省会を開催し意見等を聴取 
④ アンケート調査 

 （ウ）アンケート内容  
   ◆ 学生及び受入先の

◆ 学生へのアンケート調査の視点は次のとおり。 
 ① 事前研修・プログラム内容・事後研修等に関す

② 受入先に関する満足度 
③ 改善点・問題点・課題等

④ 制度を含む今後のあり方に

 受入先へのアンケート調査の視点は次のとおり。 
 ① 事前研修・プログラム内容・事後研修等に関する

② 学生に関する満足度 
③ 改善点・問題点・課題

④ 制度を含む今後のあり方に

⑤ 受入協力の継続 
 （エ）評価・改善体制  

◆ 受入先企業等を含

◆ 学生，受入先，担当教職員から得られた評価を収集・整理し，分析。 
◆ 改善に向けた提言等をとりまとめ，見直し・改善を実行することが必要
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